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ずっとそばにいるよ  作・斉藤俊雄 

登場人物 

高田正彦[勇輝] 中学三年生  

高田弥生  元演劇部顧問  

岩田京花[上官] 中学三年生   

天海沙織[サツキ] 中学二年生   

遠山レイ[美奈] 中学二年生   

小場静香[健太] 中学二年生   

 

作者から 

★この劇の上演に際して、登場人物の現代における性別、名前の変更を認めます。(正彦と

弥生は変更しないでください) 

★搭乗員役に関しては、その人数を増やすことを認めます。またその変更に伴う台詞の変

更を認めます。 

★曲を『トロイメライ』にする必要はありませんが、『トロイメライ』を使用するとオー

プニングとエンディングにおける最後の演技と曲の終わりがぴったり合います。ちなみに

『トロイメライ』の意味は夢心地です。 

 

◆プロローグ 

 

銃声、機銃掃射の音、爆撃音が響いてくる。 

幕が上がる。 

そこは演劇部の部室。 

複数の机と椅子やビール箱、脚立などが乱雑に置かれている。 

部室の中にはＣＤプレイヤー等の音響機器がセットされている。 

高田正彦(中学三年生)がその中に立っている。 

銃声、機銃掃射の音、爆撃音が響き渡る。 

正彦がＣＤプレイヤーを操作する。 

銃声、機銃掃射の音、爆撃音が消えていく。 

正彦が再びＣＤプレイヤーを操作する。 

『トロイメライ』(シューマン作曲)が流れ始める。 

正彦が机に向かって座る。 

その机の上に縦長のメモ帳と鉛筆が置かれている。 

正彦はメモ帳のページの下半分に鉛筆で何かを描き始める。 

明かりが消えていく。 
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舞台が明るくなる。 

正彦は机に頭をつけて眠っている。 

正彦が寝ている机の上に何冊かの縦長のメモ帳が置かれている。 

正彦が目を覚まし、背伸びをする。 

正彦がメモ帳の下半分に鉛筆で絵を描き始める。 

正彦が鉛筆を置く。 

そして、メモ帳を指でパラパラとはじき始める。 

正彦が描いていたのはパラパラ漫画であった。 

パラパラ漫画に夢中になっている正彦の前に一人の女性が立つ。 

正彦はその女性の存在に気がつき、顔を上げる。 

正彦は女性の顔を見て、驚いて立ち上がる。 

正彦とその女性が見つめ合う。 

女性は正彦の姉・高田弥生である。 

明かりが消えていく。 

 

舞台が明るくなる。 

演劇部の部室では『勇気』という劇の練習が行われている。 

主人公の勇輝は戦闘機の搭乗員であるが、勇輝役の正彦は制服姿で役を演じている。

サツキは未来から来た少女という設定だが、サツキ役の弥生は、いかにも中学校教

師という姿でそれを演じている。 

 

勇輝[正彦] いったい君は誰なんだ。 

サツキ[弥生] 私はサツキ。 

勇輝[正彦] いや、私が知りたいのは君の名前じゃない。君がどんな存在なのか、それが

知りたいんだ。 

サツキ[弥生] 私にもよくわからないの。 

勇輝[正彦] 自分のことがわからないのか？ 

サツキ[弥生] わからないことばかり。何で私はみんなのことが見えるのに、みんなは私

のことが見えないの？  

勇輝[正彦] でも、私には君が見える。 

サツキ[弥生] そう、あなただけが私のことを見ることができる。 

勇輝[正彦] 君は幽霊なのか？ 

サツキ[弥生] 私は幽霊なの？  

勇輝[正彦] 君が、未来から来たというのは本当なのか？ 

サツキ[弥生] (うなずいて)私は未来から来たの。 

 

明かりが消えていく。 



3 

 

 

舞台が明るくなる。 

演劇部の部室で『勇気』のラストシーンが演じられている。 

前のシーンと同様に正彦が勇輝を演じ、弥生がサツキを演じる。 

 

サツキ[弥生] お別れね。 

勇輝[正彦] お別れ？どうしてだ。 

サツキ[弥生] 私は未来に行くの。 

勇輝[正彦]  未来に行く？でも、君の行こうとしている未来で、君は長くは生きられない

んだろ。そんな未来に行きたいのか？ 

サツキ[弥生] そんな未来でも私は行きたい。そしてそこで生きたい。 

勇輝[正彦] もう会えないのか？ 

サツキ[弥生] 会えるわ。未来で。 

勇輝[正彦] 未来で？ 

 

明かりが消えていく。 

 

★大会六日前 

 

舞台が明るくなる。 

正彦が音楽を止める。 

 

弥生 正彦、やるね。台詞全部入ってるじゃない。 

正彦 弥生の方がすごいよ。僕以外の役一人で全部やっちゃうんだから。それも、台本見

ないで。 

弥生 だってこれ、私が書いたんだよ。 

正彦 そうだけど。台詞全部覚えてる脚本家なんて普通いないよ。 

弥生 で、配役なんだけど、特攻を命じる上官は誰になったの。 

正彦 京花。 

弥生 京花さん！  

正彦 みんなびっくりだよ。京花、前回の劇でいじめのボス役やった後、「悪役はもう二

度とやらない」って宣言したのに、自分から上官役を希望するなんて。 

弥生 上官って悪役の中の悪役だもんね。でも、どうして？ 

正彦 全国かな。 

弥生 全国？ 

正彦 京花、部長になった後、目標を全国大会出場にするって宣言したんだ。 

弥生 一気に全国？地区大会さえ突破したことないのに。 
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正彦 僕、うちが全国に行ける可能性、ゼロじゃないって思ってる。確かに、前回も地区

大会突破できなかったけど、それは制限時間オーバーで失格になったからだし。 

弥生 正彦も全国大会出場の夢に乗っかってるんだ。ずいぶん変わったね、正彦も演劇部

も。変わらないのは私だけか。 

正彦 でも、変えたのは弥生だよ。 

弥生 私なんだ。 

正彦 顧問の伊集院先生には悪いけど、伊集院先生が病気で入院して、その代わりに弥生

が顧問になって演劇部は変わったからね。正直言うと、はじめは嫌だった。まさか姉

貴がこの学校に先生として来て、更に演劇部の顧問になるなんて思わなかったから。 

弥生 それはお互い様だよ。働くことになった学校に弟の正彦がいるのだって嫌だったの

に、その正彦のいる演劇部の顧問になるなんて。 

正彦 僕、今は姉貴の弥生が顧問になってくれてよかったって思ってる。『いきる』って

脚本書いてくれたおかげで創作劇で勝負することができたし、地区大会突破したいっ

て本気で思えるようになったし。本音を言うと、みんな伊集院先生じゃなくて弥生が

顧問のままだったらよかったって思ってる。 

弥生 うれしいけど、顧問に復帰した伊集院先生に申し訳ないよ。だから、秘密だよ、私

が今日この部室に来てること。 

正彦 わかってる。でも弥生、短い間によく二作目の劇創ったよね。今練習してる『勇気』

って脚本渡されたときには、びっくりを通り越して感動があったもん。 

弥生 そう言ってもらえると嬉しいけど。 

正彦 そろそろみんな来るから、久しぶりに練習見てアドバイスしてよ。 

弥生 私、もう顧問じゃないけどね。 

 

話し声が廊下から聞こえてくる。 

 

弥生 あの声、沙織さんと静香さんだね。 

 

天海沙織(二年生)と小場静香(二年生)が部室に入ってくる。 

 

沙織・静香 こんにちは。 

正彦・弥生 こんにちは。 

弥生 (正彦に)こんな早く部室に来るなんて、やる気が感じられるね。 

沙織 正彦先輩。京花先輩が来る前に台詞確認しておきたいんですけど。 

正彦 京花、台詞間違えると切れちゃうからね。 

弥生 そうなの？ 

沙織 京花先輩がぴりぴりするのもわかるんですけど。 

静香 本番まであと六日ですからね。 

弥生 あと六日か。 
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正彦 静香、台本見て台詞合ってるか確認してくれる。 

静香 わかりました。 

正彦 （台本を示して）それじゃここからやろっか。 

沙織 お願いします。 

 

正彦と沙織が演じ始める。 

二人は制服のまま演じる。 

弥生は演出家といった感じで舞台上に存在している。 

 

サツキ[沙織] 私は未来から来たの。私は病院に入院していた。そして、お医者さんが私

は長くは生きられないってママに話しているのを聞いちゃったの。私は「生きたい！

生きたい！」って心から願った。そして目を覚ましたら、この世界だったの。神様、

間違えちゃったのかな。私の「生きたい」が、「どこかに行きたい」っていう意味だ

って。でも何でよりによって昭和二十年の日本
に ほ ん

なの。戦争の真っ只中なの。 

勇輝[正彦] いったい君は誰なんだ。 

サツキ[沙織] 私はサツキ。 

勇輝[正彦] いや、私が知りたいのは君の名前じゃない。君がどんな存在なのか、それが

知りたいんだ。 

サツキ[沙織] 私にもよくわからないの。 

勇輝[正彦] 自分のことがわからないのか？ 

サツキ[沙織] わからないことばかり。何で私はみんなのことが見えるのに、みんなは私

のことが見えないの？  

勇輝[正彦] でも、私には君が見える。 

サツキ[沙織] そう、あなただけが私のことを見ることができる。 

勇輝[正彦] 君は幽霊なのか？ 

サツキ[沙織] 私は幽霊なの？  

勇輝[正彦] 君が、未来から来たというのは本当なのか？ 

サツキ[沙織] (うなずく)私は未来から来たの。 

勇輝[正彦] 教えてくれ。この戦争はいつ終わるんだ。いつになったら日本
にっぽん

は勝つんだ。 

サツキ[沙織] 日本
に ほ ん

はこの戦争に負けるの。 

勇輝[正彦] 負ける？  

サツキ[沙織] そう、負けるの。 

勇輝[正彦] 負けるのか…それでは生きている意味などないじゃないか。 

サツキ[沙織] 私は、あなたに死んでほしくない。 

勇輝[正彦] 近いうちに、私達にも特攻の志願書が配られる。おそらく私達の隊全員が特

攻に志願するだろう。私だけ志願しないなんてできるはずがない。 

サツキ[沙織] あなたが死ねば、あなたの家族は喜ぶの？ 
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勇輝[正彦] …泣くだろうな。特に妹の美奈は。 

 

胸ポケットから写真を出して。 

 

勇輝[正彦] 美奈の写真だ。 

 

弥生がそれを覗く。 

 

弥生 正彦、それ修学旅行で撮った大仏の写真じゃない。 

 

勇輝はそれをサツキに渡す。 

 

サツキ[沙織] (その写真を見て、思わず笑ってしまう)かわいい。 

弥生 大仏だけどね。 

サツキ こんなかわいい妹を泣かせてもいいの？ 

弥生 大仏だけどね。 

勇輝[正彦] 私が特攻に志願しなければ私の家族は笑いものになる。それよりはましだ。 

サツキ[沙織] (写真の裏に書かれている名前を見て)高田勇輝…  

勇輝[正彦] 私の名前だ。どんなときでも勇気を持って輝ける人になれと、私の両親がつ

けてくれた名前だ。 

 

静香 (サツキを指差して突然声を出す)あー。 

沙織・弥生 どうしたの？  

静香 あー、でもこれどうでもいいっていえばどうでもいいんだけど。 

沙織 静香、言ってよ。 

静香 サツキって幽霊なんだよね。 

沙織 そうなのかな。 

弥生 幽霊みたいな存在だね。 

静香 人の体とかドアは通り抜けちゃうんだよね。 

沙織・弥生 そうだね。 

静香 でも、今、写真持ってる。 

沙織 (手に持っている写真を見て)あー。 

弥生 確かに幽霊は写真持てないよね。 

正彦 でも幽霊もののテレビドラマじゃよくあることだけどね。 

沙織 静香、よくそんなこと気がついたね。 

静香 実は私、幽霊に興味があるんだ。 

沙織・弥生 そうなの？ 

静香 私、ときどき霊が見えるんだ。この劇の勇輝さんみたいに。 
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沙織・弥生 ほんとに？ 

正彦 それじゃ、今、ここにそんな存在感じない？ 

 

静香が部室を見回す。 

そしてその後、弥生をじっと見つめる。 

弥生も静香をじっと見つめる。 

 

弥生 (えっ)もしかして、ほんとに…私のこと… 

静香 感じます。 

正彦・弥生 感じるんだ。 

静香 私の目の前に誰かいます。 

正彦・弥生 本当に誰か見えるの？ 

静香 見えます。 

弥生 やったー。私のこと見える人、一人増えた。 

正彦 ねっ、その誰かって、どんな顔してる？ 

静香 (弥生をじっと見つめて)ひげがはえています。 

正彦・弥生 ひげが？ 

静香 口は耳まで裂けています。 

弥生 私は化け物か。 

静香 そして、何でしょう、すごく邪悪な何かを感じます。 

正彦・弥生 邪悪な… 

静香 言葉では説明できないような邪悪な何かを。 

沙織 静香、もうやめて、私、そういうの苦手なんだ。 

静香 それはきっと私達に不幸をもたらす存在です。 

弥生 おいおい。 

沙織 やだ、その不幸をもたらす邪悪な何かっていったいどこにいるの？ 

静香 ほら、そこに！ 

 

静香がそう言って後ろを振り向いて指差すと、指差した先に演劇部部長の岩田京花

(三年生)が立っている。 

ここまで劇を見たものは分かると思うが、正彦の姉・弥生は幽霊であった。ここま

での弥生の台詞はすべて正彦に向けられていて、他の登場人物は弥生とは一切関わ

っていない。ただし、まるで関わっているかのように演出される。 

 

京花 静香、不幸をもたらす邪悪な何かって何のこと？ 

静香 (慌てて)いえ、何でもありません。 

京花 部活始めるよ。 

演劇部員 はい。 
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演劇部員が京花の周りに集まる。 

 

京花 いくぞ！ 

演劇部員 沖縄・全国大会！ 

京花 悔し涙は！ 

演劇部員 もういらない！ 

京花 勝って泣こうよ！ 

演劇部員 全国で！ 

京花 いくぞ！ 

演劇部員 沖縄・全国大会！ 

京花 歯を食いしばろう！ 

演劇部員 全国のため！ 

 

京花 それじゃ上官が特攻の志願書を渡すシーンからやるよ。衣装に着替える時間もった

いないからこのままやろ(う)。みんな準備して。 

演劇部員 はい。 

 

京花が上官役として舞台中央に立つ。 

勇輝役の正彦と健太役の静香が、直立不動の姿勢で上官[京花]の前に立つ。 

 

上官[京花] 敵は沖縄に上陸した。知ってるか、沖縄では十四歳の少年が志願して、お国

を守るために命をかけて戦っている。これから私達はその激戦地・沖縄に向かう。私

達の戦場は沖縄だ。ところで、おまえ達に家族はいるか？ 

勇輝[正彦] 健太[静香] はい。 

上官[京花] 家族は大切か？ 

勇輝[正彦] 健太[静香] はい。 

上官[京花] そんな大切な家族を守りたいと思うものは、一歩前に！ 

 

健太[静香]と勇輝[正彦]が同時に一歩前に出る。 

 

上官[京花] おまえ達が敵の侵入を防げなければ、大切な家族に爆弾が降り注ぐことにな

る。そんなことが許せるか？ 

勇輝[正彦]・健太[静香] 許せません。 

上官[京花] それでは聞こう。おまえ達の大切な家族のためなら命さえも惜しくはないと

思うものは、一歩前に！ 

 

健太[静香]がすぐ前に出る。 
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サツキ[沙織] 前に出ちゃだめ。 

 

勇輝[正彦]は一瞬遅れて前に出る。 

 

上官[京花] よし、二人とも命を捨てる覚悟があるんだな。 

サツキ[沙織] 私を見て、私を信じて。私はあなたにしか見えない。私の声はあなたにし

か聞こえない。私は未来から来たの。 

上官[京花] (紙を取り出して)さて、ここに特攻志願書がある。特攻は強制ではない、特

攻は志願だ。「熱望」、「希望」、「志願しない」のいずれかに丸をつけて明日まで

に提出するように。命を捨てる覚悟があるおまえ達がどれに丸をつけるかはわかって

いる。それでは聞こう、熱望に丸をつけるものは、一歩前に！ 

 

健太[静香]がすぐ前に出る。 

前に出ようとする勇輝[正彦]をサツキ[沙織]が大声で止める。 

 

サツキ[沙織] 前に出ちゃだめ。あと少しで戦争は終わる。日本
に ほ ん

は戦争に負けるの。命を

無駄にしないで。 

 

勇輝[正彦]は前に出ない。 

 

上官[京花] 高田、どうした。どうして前に出ない。 

勇輝[正彦] … 

上官[京花] 高田、貴様家族を守りたいとは思わないのか。 

勇輝[正彦] 守りたいです。 

上官[京花] 一歩前に！ 

サツキ[沙織] 前に出ちゃだめ。お願い、生きることを選択して。 

上官[京花] 一歩前に！ 

勇輝[正彦] 生きたいです。 

上官[京花] 行きたいのか？ 

勇輝[正彦] はい。 

上官[京花] よくぞ言ってくれた。 

勇輝[正彦] ？ 

上官[京花] 特攻に行きたい。特攻を熱望する。そういうことだな。 

勇輝[正彦] 私は…私は行きたくありません。 

上官[京花] そうか、生きたくないのか。泣かせるじゃないか。生きたくない。生きてい

たくはない。つまりお国のために死にたいというのだな。 

勇輝[正彦] 私は、生きたいのです。お国のために生きたいのです。 
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上官[京花] お国のために行きたい。それでこそ日本
にっぽん

男児だ。よし、行かせてやる。お国

のために行きたいというお前のその熱い思いを優先して、一番に特攻に行かせてやる。

みごと敵艦に体当たりして沈めてこい。お国のために。 

勇輝[正彦] … 

上官[京花] 以上だ。 

 

上官[京花]がその場を去る。 

健太[静香]が上官[京花]に続く。 

勇輝[正彦]が絶望してひざまずく。 

この練習の途中で五人目の部員・遠山レイ(二年生)が部室に入ってくる。 

 

サツキ[沙織] あきらめちゃだめ。思い出してあなたの家族を、あなたが生きて帰ってく

ることを願っている家族を。 

 

京花  レイ、この後の勇輝の回想シーンやれる？ 

レイ  はい。 

京花  沙織、もう一度今の台詞言ってくれる。 

沙織  はい。 

 

サツキ[沙織] あきらめちゃだめ。思い出してあなたの家族を、あなたが生きて帰ってく

ることを願っている家族を。 

 

勇輝[正彦]が家族のことを思い出す。 

勇輝[正彦]の前に美奈[レイ]が現れる。 

 

勇輝[正彦] 美奈。 

美奈[レイ] 勇輝兄ちゃん、遊ぼ。一緒に遊ぼ。 

勇輝[正彦] 美奈、ごめんな。兄ちゃん行かなくちゃいけないんだ。 

美奈[レイ] 行くってどこに？ 

勇輝[正彦] 遠いところ。 

美奈[レイ] 戦争しに行くの？ 

勇輝[正彦] そうだ。 

美奈[レイ] 勇輝兄ちゃん、死んじゃだめだよ。 

勇輝[正彦] … 

美奈[レイ] 勇輝兄ちゃん、死なないで、死なないでね。 

 

レイはすべての台詞を棒読みで言う。 
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京花 ストップ！ 

 

劇が止まる。 

 

京花 レイ、全然感情がこもってないじゃない。 

レイ すみません。 

京花 どうして、わからないかな。いいか、お兄ちゃんが死んじゃうんだよ、大好きなお

兄ちゃんが。 

 

京花が見本として美奈の台詞を言ってみる。 

 

美奈[京花] 勇輝兄ちゃん、死んじゃだめだよ。 

勇輝[正彦] … 

美奈[京花] 勇輝兄ちゃん、死なないで、死なないでね。 

 

京花 こんなふうにできないかな。 

レイ 頑張ります。 

京花 時間ないから先に進もう。正彦、さっきの続きからやって。 

 

勇輝[正彦]  美奈、いいか。兄ちゃん、美奈のために命を賭けて戦わなければならないと

きが来るかもしれない。だから… 

美奈[レイ] … 

 

レイは台詞を忘れてしまったようである。 

しばらくの間何も言わずに立っている。 

 

正彦 (ささやくように) 勇輝兄ちゃん、美奈(のために死んじゃだめ) 

京花 正彦、教えないで。本番は誰も教えられないから。 

 

美奈[レイ]勇輝兄ちゃん… 

 

弥生 レイちゃん、焦っちゃだめ。落ち着いて。 

 

しばらくの間沈黙が流れる。 

突然、京花が猛烈に怒り出す。 

 

京花 レイ、いいかげんにしなよ。 

レイ … 
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京花 ２年連続で失格なんてしゃれになんねーんだよ。 

レイ すみません。 

京花 レイ、去年と同じこと繰り返すの。ラストシーンで頭真っ白になって劇が止まって、

制限時間オーバーで失格になったこと忘れたわけ。 

レイ 忘れてません。 

京花 大会まであと何日あるか言ってごらん。 

レイ 六日です。 

京花 そう六日。あと六日しかないんだよ。わかってんの？ 

レイ わかってます。 

京花 レイ、私達が目指してるのは何？ 

レイ 全国大会出場です。 

京花 そう、私達は沖縄の全国大会を目指してるんだよ。レイは、沖縄行きたくないの？ 

レイ 行きたいです。 

京花 もう一度はっきり言って。 

レイ 行きたいです。 

京花 全国目指してる学校はどこもみんな死ぬ気でがんばってんだよ。レイも、あと六日

日、死ぬ気でやんなよ。 

レイ はい。 

弥生 京花さん、演劇部は軍隊じゃないんだよ。 

京花 終わりにしよう。集合して。 

演劇部員 はい。 

 

演劇部員が京花の周りに集まる。 

 

京花 いくぞ！ 

演劇部員 沖縄・全国大会！ 

京花 悔し涙は！ 

演劇部員 もういらない！ 

京花 勝って泣こうよ！ 

演劇部員 全国で！ 

京花 いくぞ！ 

演劇部員 沖縄・全国大会！ 

京花 歯を食いしばろう！ 

演劇部員 全国のため！ 

 

京花 これで今日の部活を終わりにします。 

演劇部員 お疲れ様でした。さようなら。 
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みんなが帰りの支度をする。 

一人また一人、部室を出ていく。 

最後に正彦と弥生、そしてレイが残る。 

 

弥生 レイちゃん、心配だな。正彦、明日レイちゃんの練習見てあげてよ。私も手伝うか

ら。 

正彦 (うなずいて)レイ、明日の放課後できるだけ早く部室に来なよ。 

レイ … 

正彦 一緒に練習しよ(う)。 

レイ はい。正彦先輩、ありがとうございます。 

 

レイが部室を出ていく。 

弥生がため息をつく。 

 

正彦 どうしたの。 

弥生 なんか違うんだよね。 

正彦 違う？ 

弥生 正彦達、私がこの劇で伝えたい思いと違う方向に向かってる気がするんだ。 

正彦 弥生はこの劇で何を伝えようとしたの？ 

弥生 おじいちゃんの願いかな。 

正彦 おじいちゃんの願い？ 

弥生 おじいちゃん、戦争の頃の話全然してくれなかったじゃない。 

正彦 そうだったね。 

弥生 でもね、おじいちゃん、私が長く生きられないって知った後、戦争体験を話してく

れたんだ。正彦、おじいちゃん、戦闘機の搭乗員だったって知ってた？ 

正彦 そうなの？ 

弥生 戦闘機の搭乗員だったおじいちゃんが生き残れたのは、敵の戦闘機を次々と撃ち落

としたから。つまり、たくさんの人を殺したから。おじいちゃんはそのことを誰にも

話さないで、一人悔やみ続けてたの。 

正彦 戦争なんだから人を殺してもしかたないよ。 

弥生 でも、おじいちゃんはしかたないって思えなかった。自分に新しい家族ができた時、

思ったんだって。自分が殺したのは自分と同じ人間だった。血の通った人間だった。

そして自分と同じ家族がいたって。 

正彦 おじいちゃんにとって戦争は終わってなかったんだね。 

弥生 おじいちゃん、戦争が終わる直前に特攻の志願書を書かされたんだって。 

正彦 おじいちゃん、志願したの？ 

弥生 仲間の搭乗員はみんな特攻に行くことを熱望するに丸をつけた。だからおじいちゃ

んもそうしようとした。そんな時、おじいちゃんは一人の女の子に出会った。とって
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も不思議な女の子で、その子と話しているうちに「生きたい」って思ったんだって。

そして、勇気を出して「志願しない」に丸をつけて提出した。おじいちゃんの仲間は

みんな特攻で死んじゃったけど、おじいちゃんは生きて帰ってきた。そして、おばあ

ちゃんと結婚して、ママが生まれ、私が生まれて正彦が生まれた。 

正彦 おじいちゃんがその女の子に出会わなかったら。 

弥生 おそらく私達は今ここにいない。 

正彦 … 

弥生 ほんの小さなことが未来を変えることあるよね。 

正彦 … 

弥生 戦争の劇を創ってそれを上演するのもほんの小さなことだよね。 

正彦 この劇を上演することで、何か変わるのかな？ 

弥生 変わればいいなって思う。 

正彦 どんなふうに？ 

弥生 世界から戦争がなくなる、なんてね。 

正彦 (驚いて)世界から戦争がなくなる。 

弥生 あり得ないよね。世界から戦争がなくなるなんて。でも、それがおじいちゃんの願

いだった。そして、それは私の一番の願いになったの。 

正彦 世界から戦争がなくなることが弥生の一番の願い… 

弥生 (うなずく)  

 

弥生が机の上に置かれているメモ帳を指差す。 

 

弥生 これ見せてくれる。 

正彦 … 

弥生 私、自分でこれに触れることできないから。 

正彦 いいよ。それじゃ弥生の好きな音楽に乗せて。 

 

正彦が『トロイメライ』をかける。 

そして弥生にノートに描かれたパラパラ漫画を見せる。 

 

弥生 この漫画のおかげだね。 

正彦 … 

弥生 この漫画が向こうの世界とこっちの世界を繋ぐ通路になったんだね。 

正彦 ほんとびっくりしたよ。パラパラ漫画に描いた弥生が突然しゃべり出すんだもん。 

弥生 また会えたね。 

正彦 うん。 

弥生 ただいま、正彦。 

正彦 お帰り、弥生。 
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二人が見つめ合う中で明かりが消えていく。 

 

★大会五日前 

 

舞台が明るくなる。 

演劇部の部室で『勇気』という劇の練習が行われている。 

勇輝とその妹・美奈のシーンを正彦と弥生が演じている。 

 

勇輝[正彦] 美奈。 

美奈[弥生] 勇輝兄ちゃん、遊ぼ。一緒に遊ぼ。 

勇輝[正彦] 美奈、ごめんな。兄ちゃん行かなくちゃいけないんだ。 

美奈[弥生] 行くってどこに？ 

勇輝[正彦] 遠いところ。 

美奈[弥生] 戦争しに行くの？ 

勇輝[正彦] そうだ。 

美奈[弥生] 勇輝兄ちゃん、死んじゃだめだよ。 

勇輝[正彦] … 

美奈[弥生] 勇輝兄ちゃん。死なないで、死なないでね。 

 

明かりが消えていく。 

 

舞台が明るくなる。 

正彦がＣＤプレイヤーのところまで歩いていき、音楽を止める。 

 

正彦 レイに弥生の演技見せてあげたいな。そうすればレイもどう演じたらいいかわかる

のに。 

弥生 それはいい方法じゃないよ。レイちゃんは悲しみを自分の感情の引き出しから取り

出さないと。 

正彦 レイの感情の引き出しに、そんな悲しみ入ってるかな。 

 

レイが部室に入ってくる。 

 

レイ こんにちは。 

正彦・弥生 こんにちは。 

正彦 レイ、家で練習してきた？ 

レイ はい。でも、どうやったらうまく演じられるのかよくわからないんです。 
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正彦 とにかくやってみよっか。それじゃ、まず「勇輝兄ちゃん、死なないで､死なないで

ね」のところを、気持ちを込めて言ってみよう。 

 

美奈[レイ] (棒読みで)勇輝兄ちゃん、死なないで、死なないでね。 

 

正彦 … 

弥生 このままじゃまた京花さんキレちゃうね。しかたない。いい方法じゃないけど、私

が美奈の台詞言うから、正彦は私の真似して言ってみて。レイちゃんにそれを真似さ

せよう。 

正彦 (うなずいて)レイ、僕がやってみるから僕の真似して言ってみて。 

レイ わかりました。 

弥生 正彦やるよ。 

正彦 レイやるよ。 

レイ はい。 

 

美奈[弥生]  勇輝兄ちゃん、死なないで、死なないでね。 

美奈[正彦]  (弥生を真似して)勇輝兄ちゃん、死なないで、死なないでね。 

美奈[レイ]  勇輝兄ちゃん、死なないで、死なないでね。(楽しい感じで言う) 

 

がくっと肩を落とす正彦と弥生。 

 

弥生 正彦、もう一度やってみよう。 

正彦 レイ、もう一度やってみよう。 

レイ はい。 

 

美奈[弥生]  勇輝兄ちゃん、死なないで、死なないでね。 

美奈[正彦]  (弥生を真似して)勇輝兄ちゃん、死なないで、死なないでね。 

美奈[レイ]  勇輝兄ちゃん、死なないで、死なないでね。(楽しい感じで言う) 

 

先ほど以上にがくっと肩を落とす正彦と弥生。 

 

弥生 なんか「とっても楽しい」って感じがする。 

正彦 (うーん)レイ、大好きなお兄ちゃんが死んじゃうってどんな感じかな。 

レイ …悲しい。 

正彦 悲しい気持ち作れない。 

レイ 悲しい気持ちですか… 

正彦 大好きなペットが死んじゃったなんて悲しい経験ないの？ 

レイ … 
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正彦 ないか。…それじゃ大好きな誰かが死んじゃったなんて経験もないよね。 

レイ 大好きな誰かが… 

 

そこに沙織と静香が入ってくる。 

 

静香 レイ、少しはうまくなった？ 

沙織 今日は京花先輩にいいとこ見せないと。 

レイ うん、がんばる。 

 

続いて京花が部室に入ってくる。 

 

演劇部員 こんにちは。 

京花 こんにちは。部活始めるよ。 

演劇部員 はい。 

 

みんなが京花の周りに集合する。 

 

京花 いくぞ！ 

演劇部員 沖縄・全国大会！ 

京花 悔し涙は！ 

演劇部員 もういらない！ 

京花 勝って泣こうよ！ 

演劇部員 全国で！ 

京花 いくぞ！ 

演劇部員 沖縄・全国大会！ 

京花 歯を食いしばろう！ 

演劇部員 全国のため！ 

 

弥生 歯を食いしばろう！お国のため！ 

正彦 … 

弥生 なんか似てるね。 

正彦 … 

京花 レイ、ちょっといい。 

レイ はい。 

京花 これ、本番までの練習計画なんだけど、伊集院先生にお願いしてコピーしてもらっ

て。 

レイ わかりました。 
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レイが渡された紙を持って部室を出ていく。 

 

京花 みんなちょっと椅子を持って集合してくれる。 

 

みんなが椅子を持って京花の周りに集合して座る。 

京花は立っている。 

 

京花 みんなに確認したいことがあるんだ。みんな本当に全国に行きたい？ 

沙織・静香 行きたいです。 

京花 正彦は？ 

正彦 それは、行けるんなら行きたいけど。 

京花 私は絶対どんなことがあっても全国に行きたい。それじゃあ聞くよ、私と同じよう

に全国に行きたいって思う人は、立って！ 

 

沙織と静香がすぐ立つ。 

少し遅れて正彦が立つ。 

 

京花 ありがと。全員だね。座って。 

 

三人が椅子に座る。 

 

京花 本番まであと五日。今のままで、地区大会突破できると思う？ 

演劇部員 … 

京花 正直言うと私は厳しいって思う。 

演劇部員 … 

京花 どうしても思い出しちゃうんだ、去年のこと。 

沙織 たった十秒のオーバーでしたね。 

京花 そう、たったの十秒。レイが台詞忘れなければ余裕で制限時間内に終わってた。 

静香 うちの家族言ってました。失格にさえならなければ最優秀賞は絶対うちだったって。 

京花 実は、私からみんなに提案があるんだ。ねっ、みんなでレイのこと考えてあげない。

レイ、私に言ってきたんだ「舞台に立つのが怖い」って。 

沙織 去年のことがありますからね。 

京花 そんなレイのために、考えに考え抜いたことをこれから提案するね。私、レイを劇

から外してあげようって思うんだ。 

正彦 美奈は誰がやるの？ 

京花 美奈のシーン、なくても劇は成立するよ。 

沙織 そっか、そうですよ。あのシーンカットしても話繋がります。 

京花 劇に出してあげることが優しさじゃない。外してあげることが本当の優しさだって
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思うんだ。沙織、静香、そう思わない？ 

沙織・静香 思います。 

京花 それじゃあ聞くんだけど。レイのために、レイを劇から外してあげることに賛成の

人は、立って！ 

 

沙織と静香がすぐ立つ。 

 

京花 正彦は？ 

正彦 … 

弥生 正彦、立っちゃだめ。 

京花 レイのためなんだよ。レイがまた台詞忘れちゃって､そのショックで学校を休むよ

うになってもいいの？ 

正彦 … 

京花 正彦、私の提案に反対なんだ。それなら私、部長降りる。正彦が私の代わりに部長

やって部をまとめて。 

 

正彦がゆっくり立つ。 

 

弥生 正彦… 

京花 よかった、全員賛成だね。レイが戻ってきたらこのこと私から伝えるから。それじ

ゃ練習始めよう。昨日やったところの最後のところ。(台本を正彦に見せて)ここ、勇

輝が「私は、生きたいのです」って言うところからやろう。みんな準備して。 

演劇部員 はい。 

 

京花がスタートの合図として手を叩く。 

 

勇輝[正彦] 私は、生きたいのです。お国のために生きたいのです。 

上官[京花] お国のために行きたい。それでこそ日本
にっぽん

男児だ。よし、行かせてやる。お国

のために行きたいというお前のその熱い思いを優先して、一番に特攻に行かせてやる。

みごと敵艦に体当たりして沈めてこい。お国のために。 

勇輝[正彦] … 

上官[京花] 以上だ。 

 

上官[京花]がその場を去る。 

健太[静香]が上官[京花]に続く。 

勇輝[正彦]が絶望してひざまずく。 

 

サツキ[沙織] あきらめちゃだめ。思い出してあなたの家族を、あなたが生きて帰ってく
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ることを願っている家族を。 

 

京花 (教室の隅から)さっき決めたとおり、この後のレイの登場シーンはカット。正彦は

家族を思い出す演技をする。それで話の辻褄は合うよね。それじゃ、次のシーン、サ

ツキの台詞から。 

 

京花が話している間に、弥生は正彦の隣に歩いていく。 

 

サツキ[沙織] 勇輝さん、上官を呼んで。 

弥生  (正彦の耳元で)正彦、京花さんを呼んで。 

勇輝[正彦] … 

サツキ[沙織] 勇輝さん、上官をここに呼ぶの。 

弥生  正彦、京花さんをここに呼ぶの。 

勇輝[正彦] … 

サツキ[沙織] 勇輝さん、あなたは生きなくちゃいけない人なの。もう一度上官と話をし

て。 

弥生  レイちゃんのために、もう一度京花さんと話をして。 

勇輝[正彦] (呻くように)もう一度、もう一度話をさせてください！ 

 

上官[京花]が登場する。 

 

上官[京花] 高田、どうした。 

サツキ[沙織] 志願しませんって言って。 

弥生  レイちゃんを外しちゃだめだって言って。  

勇輝[正彦] … 

サツキ[沙織] 志願することが勇気？特攻で死ぬことが勇気？生きるために志願しないこ

とは臆病者のすることじゃない。志願しないことは勇気なの。 

勇輝[正彦] … 

サツキ[沙織]・弥生 (同時に)勇気を出して！  

勇輝[正彦] 私は… 

サツキ[沙織] 死ぬためじゃなく、生きるために！ 

弥生 レイちゃんが舞台で、生きるために！ 

サツキ[沙織]・弥生 (同時に)勇気を出して！ 

 

正彦 (意を決して、大きく息を吸い込んで)京花、レイを外しちゃだめだよ。 

京花 …何それ？ 

正彦 勇気…かな。 

京花 勇気？ 
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正彦 レイを外しちゃだめだ！ 

京花 外すんじゃなくて外してあげるの。レイのために。 

正彦 それじゃ特攻と同じだよ。 

京花 特攻と同じ？  

正彦 特攻に行くのは家族のため？ 違うよ。お国のため、戦争で勝つため。レイを外す

のは、レイのため？ 違うよ。全国のため、大会で勝つため。 

京花 レイのためだよ。 

正彦 それじゃ聞くよ、「レイのために、レイを劇から外したいと思うもの、一歩前に！」 

 

誰も前に出ない。 

少しして京花が一歩前に出て正彦のことを見つめる。 

 

正彦 沙織は？ 静香は？ 

沙織・静香 … 

正彦 「一歩前に！」 

 

二人は前に出ない。 

 

正彦 京花、全国に行けなくてもいいじゃないか。 

京花 全国じゃなくちゃだめなんだよ。 

正彦 どうしてそんなに全国にこだわるんだ？ 

京花 …全国をプレゼントしたいんだ。弥生先生に。 

正彦・弥生  ！ 

京花 私達のためにこの劇を書いてくれた、大好きな弥生先生に、全国をプレゼントした

いんだ。 

正彦 そっか… 

京花 … 

正彦 でも弥生、喜ぶかな、そのプレゼント。 

京花 … 

正彦 レイを外して行けた全国。 

京花 … 

 

その時、レイが部室に飛び込んでくる。 

レイは走ってきたようだ。レイの息が荒い。 

 

正彦 レイ。 

レイ 正彦先輩。私、馬鹿だからさっきは思い出せなかったけど、職員室で伊集院先生の

机を見て思い出しました。伊集院先生がいない間、あの席に座っていた私の大好きな
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人。でも…今はもういない人。大好きだったのに、今でも好きなのに、死んじゃった

人。 

正彦 それって… 

レイ 決まってるじゃないですか、弥生先生です。 

演劇部員 ！ 

レイ 私、弥生先生がいなければ、あの時、演劇部やめてました。 

正彦 あの時？ 

レイ 去年の大会で、馬鹿な私のために失格になっちゃって、これ以上この部にいたら迷

惑かけるからやめようって決心して、大会が終わった後、弥生先生のところに行った

んです。 

 

レイがその日のことを思い出す。 

レイは客席に向かって立つ。 

弥生は後ろからレイを見つめる。 

これ以降はレイと弥生先生の対話のシーンであるが、二人とも客席を見つめて演じ

ることになる。 

 

レイ 先生、これ以上この部にいると迷惑になるんで、私、演劇部やめます。 

弥生 レイちゃん。つらかったね。でも、演劇部やめちゃだめだよ。 

レイ でも私がいると賞が獲れなくなっちゃいます。 

弥生 確かに、私達の劇は賞は獲れなかった。でも、私達の劇を観てたくさんの人が泣い

てくれたよね。「よかった」って声をかけてくれたよね。私はそれだけで充分。賞を

獲るためにがんばることが悪いって言ってるんじゃないの。でもね、賞だけのために

劇をやってたら、舞台で生きる楽しさ味わえないかな。 

レイ 舞台で生きる楽しさ？ 

弥生 私が書いた『いきる』って劇は、いじめで苦しんで死にたくなるほど悩んでる生徒

が、また「生きたい」って思い始める劇だよね。でも題名の『いきる』にはもう一つ

の意味があるの。それはね舞台で役を生きるってこと。レイちゃんは舞台で生きる楽

しさ感じたことある？ 

レイ (首を振る)  

弥生 でも、きっと感じられるときが来るよ。だから明日からまた先生といっしょに練習

しよ(う)。ねっ、レイちゃん。 

レイ 弥生先生。 

 

レイが涙を流す。 

弥生も涙を流す。 

レイの回想が終わる。 

レイは正彦に向かって話し始める。 



23 

 

 

レイ 私、先生の言葉聞いて泣いちゃいました。先生も一緒に泣いてくれました。私、嬉

しくって。それで部活やめなかったんです。でも、先生あの後突然入院して…まさか

入院したまま戻ってこないなんて… 

 

レイが泣いている。 

 

弥生 正彦、今がチャンスだよ。レイちゃん、今ならきっと役を生きられる。 

正彦 (うなずいて)レイ、劇の練習するよ。 

レイ えっ？ 

正彦 僕をレイの大好きな、弥生先生だと思って台詞を言ってごらん。 

 

レイが正彦を見つめる。 

そして静かにうなずく。 

 

正彦 沙織、「あきらめちゃだめ」のところ言ってくれる。 

沙織 わかりました。 

 

サツキ[沙織] あきらめちゃだめ。思い出してあなたの家族を、あなたが生きて帰ってく

ることを願っている家族を。 

 

勇輝[正彦]が家族のことを思い出す。 

勇輝[正彦]の前に美奈[レイ]が現れる。 

 

勇輝[正彦] 美奈。 

美奈[レイ] 勇輝兄ちゃん、遊ぼ。一緒に遊ぼ。 

勇輝[正彦] 美奈、ごめんな。兄ちゃん行かなくちゃいけないんだ。 

美奈[レイ] 行くってどこに？ 

勇輝[正彦] 遠いところ。 

美奈[レイ] 戦争しに行くの？ 

勇輝[正彦] そうだ。 

美奈[レイ] (悲しい気持ちがこみ上げてきて)勇輝兄ちゃん、死んじゃだめだよ。 

勇輝[正彦] … 

美奈[レイ] (泣けてくる)勇輝兄ちゃん。死なないで、死なないでね。 

勇輝[正彦] 美奈、いいか。兄ちゃん、美奈のために命を賭けて戦わなければならないと

きが来るかもしれない。だから… 

美奈[レイ] 勇輝兄ちゃん、美奈のために死んじゃだめ。 

勇輝[正彦] … 
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美奈[レイ] 美奈のために生きて帰ってきて。 

 

美奈[レイ]は大声で泣く。 

 

勇輝[正彦] わかった、美奈のために生きて帰ってくる。 

美奈[レイ] 約束だよ、勇輝兄ちゃん。 

勇輝[正彦] 約束だ。 

 

レイは泣きながら美奈を演じきった。 

美奈[レイ]は上手側に去っていく。 

 

正彦 沙織、続けて。 

 

沙織がうなずいて続きを演じる。 

 

サツキ[沙織] 勇輝さん、上官を呼んで。 

勇輝[正彦] … 

サツキ[沙織] 上官をここに呼ぶの。 

勇輝[正彦] … 

サツキ[沙織] 勇輝さん、あなたは生きなくちゃいけない人なの。もう一度上官と話をし

て。 

勇輝[正彦] (呻くように)もう一度、もう一度話をさせてください！ 

 

演劇部員が京花を見つめる。 

京花が上官としてゆっくり勇輝[正彦]の前に歩いていく。 

そして、勇輝[正彦]の前で止まる。 

 

上官[京花] 高田、どうした。 

サツキ[沙織] 志願しませんって言って。 

勇輝[正彦] … 

サツキ[沙織] 志願することが勇気？特攻で死ぬことが勇気？生きるために志願しないこ

とは臆病者のすることじゃない。志願しないことは勇気なの。 

勇輝[正彦] … 

サツキ[沙織] 勇気を出して！  

勇輝[正彦] 私は… 

サツキ[沙織] 死ぬためじゃなく、生きるために、勇気を出して！ 

勇輝[正彦] (意を決して、大きく息を吸い込んで)私は、志願しません。 

上官[京花] なんだと。貴様、家族が大切ではないのか。 
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勇輝[正彦] 大切です。 

上官[京花] それならなぜ志願しない。 

勇輝[正彦] 家族が大切だからです。 

上官[京花] 言ってる意味がわからん。 

勇輝[正彦] 私の家族の望みは、私が生きて帰ってくることです。だから私は大切な家族

のために命を捨てることはできません。 

上官[京花] それでもお前は日本
にっぽん

男児か！恥を知れ、恥を！ 

勇輝[正彦] … 

上官[京花] 歯を食いしばれ！ 

 

勇輝[正彦]が歯を食いしばる。 

上官[京花]が殴る。 

勇輝[正彦]が倒れる。そしてすぐ立ち上がる。 

上官[京花]が殴る。 

勇輝[正彦]が倒れる。そしてすぐ立ち上がる。 

更に上官[京花]が殴る。 

勇輝[正彦]は倒れたまま。 

  

上官[京花] お前は、最低だ。人間のくずだ。 

 

上官[京花]が去っていく。 

 

サツキ[沙織] 勇輝さん、ありがとう。勇気を出してくれて。 

勇輝[正彦] … 

サツキ[沙織] お別れね。 

勇輝[正彦] お別れ？どうしてだ。 

サツキ[沙織] 私は未来に行くの。 

勇輝[正彦] 未来に行く？でも、君の行こうとしている未来で、君は長くは生きられない

んだろ。そんな未来に行きたいのか？ 

サツキ[沙織] そんな未来でも私は行きたい。そしてそこで生きたい。 

勇輝[正彦] もう会えないのか？ 

サツキ[沙織] 会えるわ。未来で。 

勇輝[正彦] 未来で？ 

サツキ[沙織] だって勇輝さん、あなたは私のおじいちゃんだもん。 

勇輝[正彦] おじいちゃん！？ 

サツキ[沙織] ありがとう。ありがとう。おじいちゃん！ 

 

京花 はい、ここで暗転。緞帳が降ります。はい、緞帳降りました。 
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京花は疲れ切ってその場に座り込む。 

他の演劇部員も劇を演じきった満足感と快い疲れでその場に座り込む。 

弥生が拍手をする。 

 

弥生 すてきなプレゼントをありがとう。 

正彦 (小さな声で)すてきなプレゼントをありがとう。 

 

京花、沙織、レイ、静香が顔を上げて正彦を見る。 

弥生は正彦の後ろに立っているので、観客には京花達が弥生を見ているように見え

る。 

 

正彦 弥生が見てたら、きっとそう言うかなって。 

京花・沙織・レイ・静香  … 


